はじめに
近年、食生活をとりまく社会環境の変化に伴い、偏った栄養摂取、朝食欠食など子どもの食生活の乱れが深刻化しています。子どもの頃の食習慣は成長後にも大きな影響を与えることから、子ども達が将来にわたって健康な生活を送ることができるよう、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけさせることが重要な課題となっています。
　このような中、平成20年3月の学習指導要領の改訂では、その総則に、「学校における食育の推進」が明確に位置付けられ、また、平成20年６月には学校給食法が改正され、学校給食を活用した食に関する指導の重要性が示されました。

学校における食育は、給食の時間を中心に、特別活動、各教科等の学校教育活動全体において継続的・体系的に行うことが重要であることから、各学校においては、食に関する指導の全体計画を作成し、関係教職員が連携・協力し、進めていくことが求められています。
　本ハンドブックは、理論編、実践事例編、資料編の３部構成とし、全体計画や年間指導計画作成のポイント、教科等における食に関する指導の実践事例、食育関係法令の概要等を紹介しています。各学校においては、本ハンドブックを活用いただき、食育の推進を図っていただきますようお願いします。
　結びに、本ハンドブックを作成するにあたり、ご協力いただいた関係者の皆様に心から感謝申し上げます。
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